














株式会社コーエイシステム 2024年7月1日
心の健康づくり計画2030年長期目標・2025年6月期目標・活動評価 主管部：業務部

年次目標 取組み 評価KPI
1 セルフケア 全員 従業員は、心の健康問題について理解し、自ら早期

にセルフケアに取り組み、ストレスチェックによる高ストレ
ス者率が11％以下になっている。
※ストレスチェックにおいて、高ストレス者率は10％程
度になるよう設計されている。

従業員は、メンタルヘルス不調について
の正しい知識を身につけ、必要に応じ
て、自らセルフケアを実施している。

従業員全員に対して、セルフケアに関す
る教育・研修を実施する。

セルフケアに関する研修への全従業員
の参加率100％を目指す。

2 ラインによるケア
※役職者（＝ライン）が所属員に対して
行うメンタルヘルスケア全般のこと
　・不調や異変等の早期発見とその対応
　・相談への対応
　・職場復帰支援への対応等

役職者 役職者は、ラインによるケアの重要性を理解し、対応す
ることによって、ストレスチェックによる従業員の高ストレ
ス者率が11％以下になっている。

役職者は、心の健康づくり計画の方針
と体制を理解し、部下から相談された場
合の対応について、基本的技術を修得
している。

役職者に対して、ラインによるケアに関す
る教育・研修を実施する。

ラインによるケアの研修への役職者の参
加率100％を目指す。

3 事業場内産業保健スタッフによるケア、事
業場外資源によるケア

従業員（派遣社員
を除く）

従業員は、事業場内・事業場外資源によるメンタルヘ
ルスサポート体制があることを、100％認知している。

事業場内・事業場外資源によるメンタ
ルヘルスサポート体制があることが、従業
員に浸透している。

各種セミナー開催時に、事業場内・事
業場外資源によるメンタルヘルスサポー
ト体制があることを周知する。

従業員向けアンケートにて、メンタルヘル
スサポート体制の認知状況を、年に一
度モニタリングしている。

4 ストレスチェック 従業員（派遣社員
を除く）

ストレスチェック制度を効果的に運用するために、ストレ
スチェックの受検率が95%以上になっている。
※ストレスチェックの受検は義務としないと厚労省は定
めているが、多くの人が受検することにより、傾向や問
題が明らかになるため。

できる限り従業員全員がストレスチェック
を受検している。

従業員全員へ受検を繰り返し周知して
いる。

ストレスチェックの受検率90％以上とす
る。

対象者 長期目標KGI（2030年6月期）
2025年6月期


